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万台）6） の 50% を EV（LIB 駆動
主電源）にした場合、運輸部門
の CO2 全排出量（2009 年度で約
2.3 億 t）7）のほとんどが自動車に
よるものとすると、CO2 全排出






の約 44%（約 1.01 億 t）を削減で
きる。全自動車保有台数の 50%
を HV 化（化石燃料エンジンと






























































































図表 2　EDLC と LIB の蓄電性能の比較と自動車における理想的蓄電システムの方向性
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　ま た、LIC と LIB を セ ル の 内
部で一体化した複合型蓄電システ
ムの開発例もある23）。これは、図









回形 10 Wh 級）では、3 kW/kg の
出力密度でエネルギー密度が LIB
のものに近い 60 Wh/kg という値
が得られている。このように、セ
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参考文献26）の掲載図表を科学技術動向研究センターにて再構成

































































































































































































































































































































































（約 4 km 走行 /1 回の充電、充電
















2004 年 か ら 2009 年 ま で の 国 家
プロジェクトにおいて、高容量












で、2005 年から 5 年間の期間で、
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